
資料 １
学校施設長寿命化計画（Ｈ３１策定：期間Ｒ１～Ｒ１０「2019～2028」）R4劣化度調査後 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

学校 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20
平均値

岡谷東部中学校 1棟普通教室棟東 1964 S39 58 2,015.00 ＲＣ造 3 ◆ 26.11 実施済 R2～R3長寿命化大規模改修

岡谷東部中学校 1棟普通教室棟西 1975 S50 47 917.00 ＲＣ造 3 ◆ 11.11 実施済 R2～R3長寿命化大規模改修

岡谷東部中学校 1棟普通教室EV棟 2021 R3 1 41.00 ＲＣ造 3 ★ 新築 実施済 R３新築（EV棟）

岡谷東部中学校 2棟普通特別教室棟 1983 S58 39 2,932.00 ＲＣ造 3 44.44
岡谷東部中学校 特別教室棟 2010 H22 12 427.00 Ｗ造 1 ★ 15.28 34.26 H22新築（耐震化）

岡谷東部中学校 中間教室棟 2010 H22 12 37.00 Ｓ造 1 ★ 15.28
岡谷東部中学校 昇降口棟 1975 S50 47 80.00 ＲＣ造 1 ◆ 11.11 実施済 R2～R3長寿命化大規模改修

岡谷東部中学校 第１体育館 1965 S40 57 897.00 ＲＣ造 1 67.19 H16耐震改修

岡谷東部中学校 第２体育館 1972 S47 50 522.00 Ｓ造 1 72.50 H18耐震改修

岡谷東部中学校 給食室 1983 S58 39 222.00 ＲＣ造 1 45.28
川岸小学校 管理教室棟 1978 S54 44 2,000.00 ＲＣ造 3 76.94 H21耐震改修

川岸小学校 特別教室棟 1980 S56 42 1,903.00 ＲＣ造 3 79.44
川岸小学校 教室棟中 1979 S55 43 2,252.00 ＲＣ造 2 78.61 H18耐震改修

川岸小学校 教室棟西 1979 S55 43 1,704.00 ＲＣ造 2 76.11 76.88 H20耐震改修

川岸小学校 第１体育館 1980 S56 42 905.00 ＲＣ造 2 74.69 H18耐震改修

川岸小学校 第２体育館 1968 S44 54 328.00 Ｓ造 1 76.25 H18耐震改修

川岸小学校 給食室 1978 S54 44 339.00 ＲＣ造 1 76.11 整備期間はおよその目安

小井川小学校 教室棟 1970 S45 52 3,903.00 ＲＣ造 4 77.78 H16耐震改修

小井川小学校 管理教室棟 1971 S46 51 1,827.00 ＲＣ造 2 77.78 77.27 H16耐震改修

小井川小学校 西体育館 1962 S37 60 836.00 Ｓ造 1 76.25 H17耐震改修

小井川小学校 東体育館 1932 S7 90 278.00 Ｗ造 1 102.50 整備期間はおよその目安

湊小学校 普通教室棟 1973 S48 49 1,822.00 ＲＣ造 2 74.44
湊小学校 特別教室棟 1973 S48 49 937.00 ＲＣ造 2 69.44 69.33
湊小学校 昇降口棟 1973 S48 49 253.00 ＲＣ造 1 62.50 H21耐震改修

湊小学校 体育館 1973 S48 49 873.00 ＲＣ造 1 70.94
上の原小学校 普通教室棟南 1973 S48 49 966.00 ＲＣ造 2 63.61
上の原小学校 普通教室棟中 1973 S48 49 473.00 ＲＣ造 2 63.61 H18災害復旧改修

上の原小学校 普通教室棟北 1976 S51 46 1,571.00 ＲＣ造 3 63.61 H18災害復旧改修

上の原小学校 特別教室棟南 1973 S48 49 257.00 ＲＣ造 2 64.44
上の原小学校 特別教室棟中 1973 S48 49 261.00 ＲＣ造 2 63.61 63.14
上の原小学校 特別教室棟北 1974 S49 48 599.00 ＲＣ造 2 63.61
上の原小学校 昇降口棟 1973 S48 49 493.00 ＲＣ造 1 63.44
上の原小学校 大体育館 1973 S48 49 805.00 ＲＣ造 1 58.75 H18災害復旧改修

上の原小学校 給食室昇降口棟 1973 S48 49 659.00 ＲＣ造 1 63.61
神明小学校 １棟教室棟 1966 S42 56 821.00 Ｓ造 1 ○ 59.44 H12大規模改修

神明小学校 ２棟教室棟 1966 S42 56 2,073.00 ＲＣ造 2 ○ 59.44 H13大規模改修

神明小学校 ３棟教室棟東 1966 S41 56 1,962.00 ＲＣ造 3 ◆ 39.44 H24耐震・大規模改修

神明小学校 ３棟教室棟西 1976 S51 46 534.00 ＲＣ造 3 ◆ 39.44 55.91 H24耐震・大規模改修

神明小学校 第１体育館 1967 S43 55 744.00 Ｓ造 1 ○ 47.50 H18大規模改修

神明小学校 第２体育館 1967 S42 55 324.00 Ｗ造 1 82.50
神明小学校 給食室 1976 S42 46 217.00 Ｓ造 1 ○ 63.61 H12大規模改修(S53増築)

長地小学校 管理教室棟 1983 S58 39 1,937.00 ＲＣ造 3 45.28 H23大規模改修

長地小学校 教室棟南 1982 S57 40 1,590.00 ＲＣ造 3 45.28 H23大規模改修

長地小学校 教室棟中東 1980 S55 42 1,825.00 ＲＣ造 3 45.28 H23大規模改修

長地小学校 教室棟中西 1971 S46 51 1,240.00 ＲＣ造 3 44.44 49.76 H23耐震改修

長地小学校 特別教室棟 1967 S42 55 513.00 Ｓ造 3 70.28 H17耐震改修

長地小学校 大体育館 1982 S57 40 294.00 ＲＣ造 2 43.75
長地小学校 小体育館 1983 S58 39 1,072.00 ＲＣ造 1 43.50
長地小学校 給食室 1980 S55 42 284.00 ＲＣ造 1 60.28
岡谷北部中学校 普通教室棟（南） 2005 H17 17 1,649.00 ＲＣ造 2 ★ 11.94 H17耐震改築

岡谷北部中学校 特別教室棟 1985 S60 37 495.00 ＲＣ造 3 47.78
岡谷北部中学校 普通教室棟 1982 S57 40 1,806.00 ＲＣ造 3 47.78
岡谷北部中学校 特別教室棟 1985 S60 37 1,171.00 ＲＣ造 4 47.78 42.62
岡谷北部中学校 管理教室棟 1984 S59 38 1,923.00 ＲＣ造 3 47.78
岡谷北部中学校 体育館棟 1986 S61 36 2,390.00 ＲＣ造 2 47.50
岡谷北部中学校 給食室 1982 S57 40 256.00 ＲＣ造 1 47.78
岡谷南部中学校 管理・普通教室棟 1989 H1 33 4,002.00 ＲＣ造 4 48.61
岡谷南部中学校 特別・給食室棟 1988 S63 34 580.00 ＲＣ造 2 47.78 40.63
岡谷南部中学校 北校舎 2007 H19 15 798.00 ＬＳ造 2 ★ 18.61 H19耐震改築

岡谷南部中学校 体育館棟 1993 H5 29 2,401.00 ＲＣ造 2 47.50
岡谷田中小学校 特別教室棟 1979 S54 43 1,920.00 ＲＣ造 2 ○ 41.11 H25耐震改修

岡谷田中小学校 普通教室棟南 1985 S60 37 1,727.00 ＲＣ造 3 ○ 41.11 H25大規模改修

岡谷田中小学校 普通教室棟北 1984 S59 38 2,148.00 ＲＣ造 4 ○ 41.94 37.94 H25大規模改修

岡谷田中小学校 大体育館 1987 S62 35 1,180.00 ＲＣ造 2 ○ 20.31 H25大規模改修

岡谷田中小学校 小体育館 1985 S60 37 363.00 Ｓ造 1 56.25
岡谷田中小学校 給食室 1985 S50 37 202.00 ＲＣ造 1 ○ 26.94 H25大規模改修

岡谷西部中学校 管理教室棟 2016 H28 64 2,219.00 ＲＣ造 3 ★ 11.11 H28耐震改築

岡谷西部中学校 昇降口棟 1991 H3 31 1,984.00 ＲＣ造 3 51.11
岡谷西部中学校 特別教室棟 1987 S62 35 2,687.00 ＲＣ造 3 47.78 33.78
岡谷西部中学校 第１体育館 1988 S63 34 1,881.00 ＲＣ造 2 47.78
岡谷西部中学校 第２体育館 2017 H29 65 640.00 ＲＣ造 1 ★ 11.11 H28耐震改築

凡例：〇大規模改修、◆大規模改修（長寿命化）、★改築、新築

階層 改修歴
R4年度
総合劣化

備　　　考
第１期 第２期 第３期 第４期

学校名 校　舎　名 建築年 経過 面積㎡ 構造



 

小中一貫教育 

 ・学校教育の多様化・弾力化を推進するため、平成２８年４月に学校教育法等を改正 

・義務教育学校等を含む小中一貫教育が制度化される 

 

【現在の枠組み】 

小中連携教育 【定 義】 小中学校段階の教員が互いに情報交換や交流を行うことを通じて、 

小学校教育から中学校教育への円滑な接続をめざす様々な教育。 

小中一貫教育 【定 義】 小中連携教育のうち、小中学校段階の教育が目指す子ども像を共有 

し、９年間を通じた教育課程を編成し、系統的な教育を目指す教育。 

義務教育学校 

【定義】一人の校長の

もと、一つの教職員組

織が置かれ、9 年間の

学校目標を設定し、９

年間の教育課程を編

制、実施する学校 

小中一貫型小学校・中学校 

【定義】組織上独立した小学校及び中学校が一貫した教育を施す

形態で、それぞれに校長、教職員組織を有する学校 

併設型小学校・中学校 

(同一の設置者によるもの) 

※一貫教育にふさわしい運営

体制整備が条件（校長兼任等） 

連携型小学校・中学校 

(異なる設置者によるもの) 

※運営体制の整備は、併設型

小中学校を参考とする。 
 

 

いずれの学校も施設の形態（一体型・隣接型・分離型）は問わない。 
 

 

【主な要件等】  

資料 ２ 

併設型 連携型

ー 同一の設置者 異なる設置者

9年
(前期課程6年＋後期課程３年)

小中学校における教育を一貫し
て施すためにふさわしい運営の仕
組みを整えること

小学校併設中学校、中学校併設
小学校を参考に適切な運営体制
を整えること

原則として小中両方の免許状を
併有していること

一貫教育に
必要な独自
教科の設定

可 可 可

指導内容の
入れ替え・
移行

可
設置者の判断による

可
設置者の判断による

不可
教育課程の特例申請が必要

前期課程は小学校設置基準
後期課程は中学校設置基準

を準用

18学級以上27学級以下

概ね6㎞以内

市町村条例

免許

教育課程

義務教育学校

設置者

修行年限

小中一貫型小学校・中学校

組織・運営
一人の校長

一つの教職員組織

小学校６年、中学校３年

それぞれの学校に校長・教職員組織

施設形態

設置基準

標準基準

通学距離

設置手続き

概ね小学校は4㎞、中学校は6㎞以内

市町村教育委員会の規則等

校種

要件

所属する学校種の免許状を保有していること

　　　　　　　　　　・９年間の教育目標の設定
　　　　　　　　　　・９年間の系統性、体系性に配慮がなされている教育課程

教
育
課
程
の
特
例

施設一体型・施設隣接型・施設分離型

前期課程には小学校設置基準
後期課程には中学校設置基準

を適用

小中学校それぞれ12学級以上18学級以下



資料3　

川岸小学校整備計画の検証 【令和4年度の各部屋配置図】

１　児童数見込みからの検証

　・今後５年後までの見込みでは、児童数は徐々に減少、学級数に暫く変化はなく、その後緩やかに減少。

　・学校施設整備に関しては、現在の学級数を基準に置く整備によって将来も対応できる見込み。

２　施設整備の視点

　・学校施設の長寿命化に関する国補助条件は、築40年以上の建物を整備後30年使用できる改修とされる。

　・校舎新築には国補助金が見込めないため、既存校舎を利用した長寿命化改修が整備計画の基本となる。

　・川岸小学校の場合、教室の配置変更により、現有の教室等を確保した上で集約化した整備計画が可能。

　・学校管理面積の抑制を図りつつ、余剰の建物又は敷地を利用した他用途の併設や転換なども検討可。

　　【写真図】 【配置図】

【施設改修した場合の各部屋配置想定図】

　【川岸小学校の施設面積】 　　【小学校の建物面積】

　　※学童クラブは教室棟西の面積内数
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学習室

１

階

他用途の併設や転換

の可能性があるエリア ※この配置は検証作業での仮想定です。

教室棟西

1,704㎡

教室棟中

2,252㎡

特別教室棟

1,903㎡

管理教室棟

2,000㎡

種別 築年 経年 構造 面積

管理教室棟 Ｓ５４ 41 ＲＣ３階 2,000

特別教室棟 Ｓ５６ 39 ＲＣ２階 1,903

教室棟中 Ｓ５５ 40 ＲＣ３階 2,252

教室棟西 Ｓ５５ 40 ＲＣ２階 1,704

給食棟 Ｓ５4 41 ＲＣ1階 339

第一体育館 Ｓ５６ 39 Ｓ１階 905

第二体育館 Ｓ４４ 51 Ｓ１階 328

9,431

学童クラブ Ｓ５５ 40 ＲＣ２階 175

7,727

合計

教室棟西1,704㎡を除く合計

学校名 校舎等建物 屋内運動場 合計

川岸小 8,601 1,233 9,834

神明小 6,370 1,068 7,438

小井川小 6,290 1,114 7,404

岡谷田中小 6,250 1,543 7,793

湊小 3,381 873 4,254

長地小 8,285 1,366 9,651

上の原小 6,399 805 7,204

合計 45,576 8,002 53,578

平均 6,511 1,143 7,654

児童生徒数見込み R4 R5 R6 R7 R8 R9

児童数 335 303 289 267 247 234

普通学級 12 12 12 12 11 11

特別支援学級 4 4 4 4 4 4

※令和4年度岡谷市教育要覧より

川岸小



資料　４



資料　５

小中学校の通学区域と児童生徒数、学級数

児童数 学級数 児童数 学級数

川岸小
三沢区全部、橋原区全部、
駒沢区全部、新倉区全部、鮎沢区全部

327 15 335 16

神明小
今井区の一部、間下区全部、
小井川区の一部、樋沢地区

352 16 319 15

小井川小
小口区全部、西堀区全部、
小井川区の一部

290 15 292 15

岡谷田中小
下浜区全部、小尾口区全部、
上浜区全部、岡谷区全部、新屋敷区全部

363 15 350 15

湊小 花岡区全部、小坂区全部 101 7 91 7

長地小
中屋区全部、中村区の一部、
東堀区全部

516 22 512 22

上の原小
横川区全部、中村区の一部、
今井区の一部、小井川区の一部

200 9 178 8

小学校計
2,149 99 2,077 98

児童数 学級数 児童数 学級数

西部中
三沢区全部、橋原区全部、
駒沢区全部、新倉区全部、鮎沢区全部

197 11 171 10

北部中
今井区全部、間下区全部、小口区全部、
小井川区の一部、樋沢地区

341 14 327 14

南部中
花岡区全部、小坂区全部、下浜区全部、
小尾口区全部、上浜区全部、岡谷区全部、
新屋敷区全部

238 10 227 10

東部中
中屋区全部、中村区全部、東堀区全部、
西堀区全部、横川区全部、小井川区の一部

503 20 473 19

中学校計
1,279 55 1,198 53

合計
3,428 154 3,275 151

Ｒ３ Ｒ４

Ｒ３ Ｒ４

学校名 小学校の通学区域

学校名 中学校の通学区域



学校評議員制度とコミュニティ・スクール（学校運営協議会）制度の概要 

 学校評議員 信州型コミュニティスクール（長野県） 

岡谷版コミュニティスクール 

(国)コミュニティ・スクール 

（学校運営協議会） 

目的 ・開かれた学校づくりを一層推進して

いくため、保護者や地域住民等の意向

を反映し、その協力を得るとともに、

学校としての責任を果たす。 

・各学校が築き上げてきた住民参画を

土台に、学校運営参画、学校支援、学

校機能評価を一体的、持続的に実施

し、学校と地域住民の協働による地域

に開かれた学校づくりを推進する。 

・保護者や地域の住民が一定の権限

と責任を持って学校運営に参画する

ことにより、そのニーズを迅速かつ的

確に反映させ、よりよい教育の実現に

取り組む。 

位置付 ・校長が必要に応じて学校運営に関す

る保護者や地域住民の意見を聞くた

めの制度（平成１３年度導入） 

・学校支援に関わる地域ボランティア

等の代表者を中心に、運営委員会を

発足、学校運営への参画、支援、評価

を一体的に行う。 

・学校運営について、一定範囲で法的

な効果を持つ意思決定を行う合議制

の機関、校長は学校運営協議会が承

認する基本的な方針に従って学校運

営を実施する（平成 17年度導入） 

法令等 ・学校教育法施行規則第49条 

・市小・中学校管理規則第20条の３ 

法令上の規定なし ・地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第47条の５ 

委員要件 ・当該学校の職員以外の者で教育に

関する理解及び見識を有する者のう

ちから、校長が推薦、市教委が委嘱 

・任期１年、各校の委員６名以内 

 ※市内全校導入、R4評議員６５名 

・PTA、地元ボランティア、地域団体

等、地域や学校の実情に応じて運営委

員会を組織する。既存組織の活用も

可能。地域との連絡調整役としてコー

ディネーターを配置 ※市内全校導入 

・地域の住民、保護者その他教育委員

会が必要と認める者 

・教育委員会規則等に定める内容 

（校長、推薦・経験・有識者、公募者等） 

 ※市内小中学校は未設置 

主な内容 ・学校評議員は、校長の求めに応じ

て、学校運営に関する意見を述べる。 

・意見を求める事項は校長が定める。 

・学校運営への参画 

 参画する住民、保護者、教職員によ

る熟議による話し合い。 

・学校支援機能 

 持続的、日常的な支援活動の推進 

・学校評価機能 

 委員会で学校関係者評価を実施 

・以下の具体的権限を有する。 

① 学校運営に関する基本的な方針に

ついて承認する。 

② 学校運営に関して、教育委員会や

校長に意見を述べる。 

③ 教職員配置等の事項に関して、任

命権者に意見を述べる。 
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幼
児
期

公
立
認
定
子
ど
も
園

(

保
育
・
幼
児
教
育

）

年
長

５歳

年
中

４歳

年
少

３歳

3
年
歳
未
満
児

２歳

１歳

０歳

７歳

1年 ６歳

3年 ８歳

義
務
教
育
期

中
学
校

3年 14歳

2年 13歳

1年 12歳

小
学
校

6年 11歳

5年 10歳

4年 ９歳

2年

生き抜く力と創造力、知的好奇心溢れる心豊かなひとづくり

子どもたちの学びは連続している

学習指導要領のねらい

「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざして、全ての子どもたちの可能

性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実践

小中一貫教育

義務教育学校

幼保小接続

・一貫したカリキュラムマネジメントによる

つながりある教育の実践

・園校間の異年齢交流を通じた豊かな情操

と多様な人間関係の醸成

・教職員のつながりによる良質な学びの提供、

学力向上の推進、教職員の資質向上

・岡谷スタンダードカリキュラムを基盤とした

地域に根ざしたふるさと学習の推進

・地域に支えられる魅力と活力ある学校づくり

・入学後の不適応「小1プロブレム」への対応

・幼保小接続期「おかや絹結プログラム」の実践

・幼児期からのつながりある学びの充実

・入学後の不適応「中１ギャップ」への対応

・児童生徒の成長に合わせた柔軟な学年の区切り

・教科担任制や小中相互の乗り入れ指導の充実

学校教育の重点

共同性

健康な

心と体

自立心

道徳性・規範意

識の芽生え

社会生活との

関わり

思考力の

芽生え
自然との関わ

り・生命尊重

数量や図形、

標識や文字など

への関心・感覚

言葉による

伝え合い

豊かな感性

と表現

知識・

技能

の基礎

思考力・判断
力・表現力等
の基礎

学びに

向かう
力・人間
性など

幼児期の終わりまでに

育って欲しい１０の姿

幼児期の保育・教育のねらい

資質・能力の基礎を一体的に育む３つの柱

【視点】

★施設改修に合わせた川岸小学校と西部中学校をつなぐ環境づくり

★立地の特徴を活かした小中一貫教育（義務教育学校）への移行

★川岸地区の幼保小中併設によるつながりある新たな育ちと学びの環境づくり

幼保小中併設

のねらい
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